
　提案理由の説明に先立ち、不正経理問題につい
て申し上げます。不正経理問題については、皆様か
らの厳しいご意見やご指摘をいただき、平成20年
度決算については「不認定」と議決されました。これ
らの点については重く受け止めるとともに、二度と
同じ不祥事を繰り返さないよう、深く心に刻み込み
たいと思います。新年度からは、職員一丸となり、心
機一転、前向きな県政に取り組んでまいります。

　初めに、総合計画、行政改革計画及び財政健全化
計画の3計画の策定について申し上げます。
　総合計画については、「輝け！ちば元気プラン」とし
て提案いたしました。この中で、「千葉は元気の発信
源。首都圏、日本をリードし、県民が『くらし満足度日
本一』を感じ、誇れる千葉県の実現」を基本理念に掲
げました。この実現に向け、「安全で豊かなくらしの
実現」「千葉の未来を担う子どもの育成」「経済の活
性化と交流基盤の整備」という、3つの基本目標を
設定いたしました。
　行政改革計画については、「公正・透明な行財政運
営の確立」「県庁のポテンシャルの最大化」「チーム
スピリットの発揮」など、6つの改革の視点・基本的方
向に沿い、「県政の推進を支える柔軟な運営システ
ムの構築」を目指します。
　財政健全化計画については、県税徴収対策の充
実・強化などによる歳入の確保、徹底した事務・事業
の見直しによる歳出の抑制に加え、将来負担の軽減
に向けた取り組みを実施することにより、「持続可能
な財政構造の確立」を図ってまいります。

　平成22年度当初予算は、次の3つの考え方に立
って編成しました。
⒈「くらし満足度日本一」の実現に向けた施策を実
施すること
⒉「ゆめ半島千葉国体・ゆめ半島千葉大会」を県民
総参加で成功させ、千葉県の魅力を県内外に発信
すること
⒊切れ目のない経済・雇用対策を実施すること
この結果、一般会計の当初予算規模は、1兆5，334
億8,300万余円となりました。
　歳入は、県税が大幅に減少するものの実質的な
地方交付税は大幅に増加する見込みです。
　一方歳出は、投資的経費は大幅に減少しており、人
件費は給与改定の影響などから減少する見込みです。
　このため、年間収支については、現段階では収支
均衡となる見込みです。

　次に、当初予算において措置した主な事業につい
て、概要を申し上げます。
⒈「子どもの育成支援」
子どもの医療費に対する助成を、平成22年12月か
ら小学校3年生まで拡大し、保育所の整備の促進や、
遊び場の確保・安全で安心な居場所づくりへの市町
村事業への支援、子ども手当の県負担分の措置、富
浦学園の建替えなどを進める。
⒉「高齢者・障害者福祉の充実」
特別養護老人ホームの整備の促進や、高齢社会の
あるべき姿を検討する調査・分析、介護負担軽減を
図るための施設の確保、認知症疾患医療センターや
知的障害等のある刑務所受刑者出所後のための地
域生活定着支援センターの設置などを行う。
⒊「医療体制の整備」
公的医療機関の施設整備への助成の増額や、母体
及び胎児から新生児までの一貫した医療体制の充
実、小児疾患、新生児疾患の診断・治療を行う医療施
設・設備の整備への助成や、地域の二次救急医療へ
の支援、地域医療従事者の確保などを図る。
⒋「経済・雇用対策の拡充」
経済・雇用対策を拡充し、地域経済の活性化や中小
企業の経営安定と成長の支援、商店街の活性化へ
の取組に対し助成を行う。
その他、
⒌「安全・安心の確保」
⒍「学校教育・スポーツの振興」
⒎「観光振興と地域活性化」
⒏「農林水産業の振興」
⒐「良好な自然・生活環境づくり」
10.「社会基盤の整備・まちづくり」
以上です。

最後に、平成21年度2月補正予算と、議案の概要
説明等がありました。

2月定例
県議会 知事あいさつ

　9月定例会において設置され、
不正経理問題の原因究明と再発防
止に向けた今後の対応について、
10月から3月まで15回にわたり
開催され、審査が行われました。

不正経理調査特別委員会を開催

　9月定例会において設置され、
平成20年度決算認定についての
付託を受け、10月から2月まで11
回にわたり開催され、審査が行われ
ました。

決算審査特別委員会を開催
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5月28日　開会
6月3日～10日
代表・一般質問（土日を除く）
14日～17日   常任委員会
22日　閉会

6月定例会の予定新しく選出された県議会議員
（1月24日補欠選挙）
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